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主
な
出
来
事　
（
※
年
号
は
平
成
）

5
月
1
日
改
元

「
令
和
」 時
代
は
じ
ま
る

元
年
5
月
・
ロ
ー
ラ
の
家
完
成

　
　

6
月
・
南
那
須
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

　
　
　
　

・
早
野
巴
人
顕
彰
全
国
俳
句
大
会
開
催

2
年
3
月
・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
ワ
ン
マ
ン
化

　
　
　
　

・
富
士
見
台
工
業
団
地
完
成

　
　
　
　

・
烏
山
東
工
業
団
地
完
成

　
　

4
月
・�

新
南
那
須
地
区
ご
み
処
理
施
設
（
保
健
衛
生

セ
ン
タ
ー
）
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

・
東
小
学
校
開
校

　
　
　
　

・
大
桶
運
動
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　

7
月
・
那
須
南
病
院
開
院

　
　

8
月
・
下
江
川
中
学
校
新
校
舎
完
成

　
　

11
月
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
迎
賓
館
に
現
職
大
統
領
が
来
町

3
年
3
月
・
南
那
須
町
全
町
水
道
事
業
完
了

　
　

5
月
・�

南
那
須
町
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ
ノ
モ
ニ
ー

市
が
姉
妹
都
市
提
携

　
　

7
月
・
山
あ
げ
会
館
オ
ー
プ
ン

　
　

8
月
・
台
風
12
号
被
害
発
生

4
年
3
月
・
向
田
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
　

8
月
・
荒
川
中
学
校
新
校
舎
完
成

5
年
4
月
・
水
道
庁
舎
完
成

　
　
　
　

・
花
立
峠
憩
い
の
森
公
園
完
成

　
　

5
月
・
山
あ
げ
大
橋
・
興
野
大
橋
開
通

　
　

7
月
・
龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
オ
ー
プ
ン

　
　

11
月
・
こ
ぶ
し
が
丘
温
泉
オ
ー
プ
ン

6
年
3
月
・
つ
く
し
幼
稚
園
新
園
舎
完
成

7
年
3
月
・
南
那
須
町
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　

7
月
・
南
那
須
町
農
業
公
社
設
立

　
　

11
月
・
烏
山
町
で
国
民
文
化
祭
と
ち
ぎ
`95
開
催

9
年
4
月
・
や
ま
び
こ
の
湯
オ
ー
プ
ン

　
　

7
月
・
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　

10
月
・
八
溝
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
全
線
開
通

　
　
　
　

・
緑
地
運
動
公
園
完
成

　
　

11
月
・
国
道
２
９
４
号
「
烏
山
バ
イ
パ
ス
」
開
通

　
　
　
　

・
高
瀬
に
荒
川
橋
完
成

　

憲
政
史
上
初
、
２
０
０
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な
天
皇
陛

下
退
位
に
よ
り
、
平
成
に
幕
が
下
り
、5
月
1
日
か
ら
、

「
令
和
」
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
た
な
元
号

は
、
日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉
集
」
か
ら
の
引
用
で
、

「
大
化
」
以
来
、
２
４
８
を
数
え
る
元
号
の
中
で
、
日

本
の
古
典
か
ら
の
引
用
は
初
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
初
め
て
尽
く
し
の
新
時
代
を
迎
え
て
、
今
月

は
、
那
須
烏
山
市
の
広
報
紙
を
読
み
返
し
、
平
成
の
31

年
間
の
移
り
変
わ
り
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
、
平
成
は
ど
ん
な
時
代
で
し
た

か
。
そ
し
て
、
新
し
く
始
ま
る
「
令
和
」
に
何
を
期
待

し
ま
す
か
。
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10
年
3
月
・
南
那
須
町
下
水
道
供
用
開
始

　
　

8
月
・
豪
雨
被
害
発
生

　
　
　
　

・�

南
那
須
町
と
中
国
青
海
省
畜
牧
獣
医
学
会
が

協
定
を
締
結

11
年
4
月
・
防
災
行
政
無
線
開
局

12
年
3
月
・
烏
山
大
橋
開
通

　
　

4
月
・
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

13
年
3
月
・
神
長
ト
ン
ネ
ル
開
通

　
　

12
月
・
タ
ウ
ン
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
ト

14
年
4
月
・
完
全
学
校
週
5
日
制
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

・
に
こ
に
こ
保
育
園
開
園

　
　

9
月
・
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト

15
年
4
月
・
南
那
須
町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

・
烏
山
町
下
水
道
供
用
開
始

　
　

7
月
・
都
市
計
画
道
路
「
宇
都
宮
街
道
」
完
成

16
年
2
月
・
仁
井
田
鴻
野
山
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　

5
月
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
開
通

17
年
10
月
・
那
須
烏
山
市
誕
生（
２
町
合
併
）

　
　

12
月
・
山
あ
げ
烏
章
館
落
成

18
年
3
月
・
熊
田
診
療
所
落
成

　
　
　
　

・
境
中
学
校
閉
校

19
年
3
月
・
向
田
小
学
校
お
よ
び
野
上
小
学
校
閉
校

　
　

10
月
・
こ
ど
も
館
オ
ー
プ
ン

20
年
3
月
・
東
小
学
校
閉
校

　
　

4
月
・（
新
生
）
烏
山
高
等
学
校
開
校

21
年
1
月
・
国
道
２
９
３
号
「
志
鳥
バ
イ
パ
ス
」
開
通

　
　

2
月
・
長
者
ケ
平
官か
ん
が衙
遺
跡つ
け
た
り
附
東
山
道
跡
国
史
跡
指
定

　
　

3
月
・
興
野
小
学
校
閉
校

　
　

4
月
・
す
く
す
く
保
育
園
開
園

22
年
3
月
・
烏
山
女
子
高
等
学
校
閉
校

　
　

12
月
・
国
道
２
９
３
号
「
鹿
子
畑
バ
イ
パ
ス
」
開
通

23
年
3
月
・
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
発
生

　
　

3
月
・�

境
保
育
園
・
烏
山
幼
稚
園
・
宮
原
児
童
館
・

小
木
須
児
童
館
閉
園

　
　

5
月
・
岩
子
仮
設
住
宅
完
成

　
　
　
　

・
八
溝
そ
ば
街
道
そ
ば
ま
つ
り
開
催

　

バ
ブ
ル
景
気
が
最
高
潮
に
達
し
、竹

下
内
閣
に
よ
る「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億

円
事
業
」が
話
題
と
な
る
中
、平
成
の
幕

は
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。海
外
で

は
、天
安
門
事
件
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩

壊
、冷
戦
の
終
結
な
ど
歴
史
的
な
出
来

事
が
次
々
と
起
こ
る
節
目
の
年
で
し
た
。

　

こ
の
頃
、南
那
須
町
で
は
、米
国
メ
ノ

モ
ニ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た「
ロ
ー
ラ
の
家
」が
完
成
。

ま
た
、烏
山
町
で
は
、那
珂
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
早
野
巴は

人じ
ん

顕
彰
全
国
俳
句

大
会
が
初
開
催
さ
れ
る
な
ど
、市
民
有

志
に
よ
る
様
々
な「
ま
ち
お
こ
し
」活
動

が
積
極
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
２
年
か
ら
は
、東
小
学
校
の
開
校

を
皮
切
り
に
、下
江
川
中
学
校
の
新
校

舎
、向
田
小
学
校
新
校
舎
完
成
、荒
川
中

学
校
の
移
転
新
築
と
市
内
の
学
校
が

次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、南
那
須
地
区
の
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
切
望
さ
れ
て
き
た
那
須
南

病
院
の
開
院
も
こ
の
頃
で
す
。

　

主
な
観
光
拠
点
の
整
備
も
相
次
ぎ
ま

し
た
。３
年
に
は
、山
あ
げ
会
館
が
オ
ー

プ
ン
し
、リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト「
勘
助
じ
い

さ
ん
」が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

後
も
、龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
、こ
ぶ
し

が
丘
温
泉
、や
ま
び
こ
の
湯
と
新
た
な

施
設
が
続
々
と
完
成
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
着
々
と
進
み
ま
し

た
。５
年
の
山
あ
げ
大
橋
、興
野
大
橋

開
通
に
続
い
て
、八
溝
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
全
線
開
通
、国
道
２
９
４
号
烏
山
バ

イ
パ
ス
や
高
瀬
橋
が
開
通
し
ま
す
。さ

ら
に
、烏
山
大
橋
、神
長
ト
ン
ネ
ル
、宇

都
宮
街
道
、仁
井
田
鴻
野
山
バ
イ
パ
ス
、

国
道
２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
、高
瀬
ト
ン

ネ
ル
と
道
路
整
備
が
進
み
ま
し
た
。下

水
道
で
は
、10
年
に
南
那
須
町
、15
年
に

は
烏
山
町
が
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、大
桶
運
動
公
園
、清
水
川

せ
せ
ら
ぎ
公
園
、緑
地
運
動
公
園
、保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、南
那
須
図
書
館
な
ど

の
公
共
施
設
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

◇

　

し
か
し
、世
の
中
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に

続
く
金
融
危
機
の
影
響
で
不
況
が
長
引

き
、ま
た
、少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
な

ど
に
よ
り
経
済
・
財
政
は
縮
小
し
、地
方

に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、政
府
は
、地
方
分
権

一
括
法
に
よ
る
合
併
特
例
法
の
改
正

で
、市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
ま
し
た
。

右列上から、「ローラの家」が志鳥地内の牧
場に完成／むらおこし委員会による「那珂
川フェスティバル」は大盛況に／平成の大
合併で「那須烏山市」が誕生。
左列上から、東日本大震災では市内にも甚
大な被害が発生／「烏山の山あげ行事」の
ユネスコ無形文化遺産登録を記念した「冬
の山あげ」。
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24
年
3
月
・
七
合
中
学
校
閉
校

　
　

5
月
・
南
那
須
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　

8
月
・
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　

10
月
・
デ
マ
ン
ド
交
通
試
験
運
行
ス
タ
ー
ト

　
　

12
月
・
高
瀬
ト
ン
ネ
ル
開
通

26
年
3
月
・
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
に
ア
キ
ュ
ム
運
行
開
始

　
　
　
　

・
烏
山
駅
舎
・
大
金
駅
舎
完
成

　
　
　
　

・
那
須
烏
山
消
防
署
完
成

27
年
3
月
・
荒
川
中
学
校
・
下
江
川
中
学
校
閉
校

　
　

4
月
・
南
那
須
中
学
校
開
校

　
　
　
　

・
大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
オ
ー
プ
ン

28
年
12
月
・�

烏
山
の
山
あ
げ
行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録

29
年
5
月
・
新
武
道
館
竣
工

30
年
10
月
・
烏
山
城
築
城
６
０
０
年
記
念
行
事

こ
の「
平
成
の
大
合
併
」で
、全
国
の
市
町

村
数
は
半
数
近
く
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

南
那
須
町
と
烏
山
町
も
、17
年
10
月

に
合
併
し
、那
須
烏
山
市
が
誕
生
し
た

の
で
す
。あ
れ
か
ら
14
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、18
年
の
境
中
学
校
閉
校
に
始
ま

り
、向
田
小
学
校
・
野
上
小
学
校
、東
小

学
校
、興
野
小
学
校
、県
立
烏
山
女
子
高

等
学
校
、七
合
中
学
校
が
次
々
と
閉
校

し
、27
年
に
は
荒
川
中
学
校
と
下
江
川

中
学
校
が
統
合
す
る
な
ど
、学
校
の
閉

校
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。ま
た
、公
共
施

　

平
成
元
年
8
月
8
日
生
ま
れ
、よ
く

末
広
が
り
の
幸
せ
者
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

平
成
は
こ
れ
ま
で
の
僕
の
人
生
そ
の
も

の
で
す
。大
学
進
学
と
同
時
に
上
京
し
、

そ
の
ま
ま
都
内
の
Ｉ
Ｔ
業
界
に
身
を
置

き
ま
し
た
が
、昨
年
1
月
、地
元
に
戻
り
、

金
属
加
工
の
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
、東
京
で
一
旗
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
の
寵ち

ょ
う
じ児

と
い
わ
れ
る
人
が
次
々
に
登
場
し
た
頃

で
す
。だ
か
ら
、帰
郷
し
た
と
聞
い
た

人
は
一
様
に
驚
き
ま
す
。都
会
生
活
は

そ
れ
な
り
に
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、毎

日
、何
か
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
忙
し
さ

が
付
き
ま
と
い
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、

目
指
し
て
い
た
も
の
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
気
づ
き
、故
郷
に
戻
る
決
意
を
し

ま
し
た
。

　

今
は
、技
術
の
取
得
と
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
毎
日
。今
更
な
が
ら
町
工

場
の
技
術
力
は
、世
界
に
誇
れ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
支
え
る
職
人
を

確
保
し
、自
ら
も
技
術
を
磨
く
の
が「
令

和
」時
代
に
向
け
た
僕
の
夢
で
す
。そ

れ
が
、寂
し
さ
が
増
す
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

那
珂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、山
あ
げ

祭
へ
の
石い

わ

見み

神
楽（
島
根
県
）招
へ
い
、

「
烏
の
本
」の
発
行
、「
か
わ
ら
版
」の
発

刊
、烏
山
城
案
内
板
の
建
立
…
私
の
平

成
時
代
は
、商
工
会
活
動
を
通
じ
て「
ま

ち
お
こ
し
活
動
」に
全
力
で
奔
走
し
た

31
年
間
で
し
た
。

　

始
ま
り
は
、
平
成
元
年
の
那
珂
川

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。責
任
者
と
し
て
安

全
面
に
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

設
の
縮
小
も
次
第
に
進
み
ま
し
た
。

◇

　

平
成
は
、近
現
代
日
本
史
の
中
で
初

め
て
戦
争
が
な
い
時
代
で
し
た
が
、様
々

な
自
然
災
害
が
立
て
続
け
に
起
き
て
い

ま
す
。
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
、阪
神
淡
路

大
震
災
、中
越
地
震
、御
岳
山
噴
火
、熊

本
地
震
、西
日
本
豪
雨
…
。
23
年
の
東

日
本
大
震
災
で
は
、2
万
人
近
く
が
犠

牲
と
な
り
、40
万
戸
以
上
の
住
宅
が
全

半
壊
し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
の
福

島
第
一
原
発
の
原
子
力
事
故
に
よ
る
放

射
能
被
害
は
、8
年
以
上
た
っ
た
今
も

大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、人
的
被
害
が
発
生
し
た

ほ
か
、住
宅
の
全
半
壊
や
公
共
施
設
の

甚
大
な
被
害
、放
射
能
事
故
に
伴
う
風

評
被
害
な
ど
、未
曽
有
の
大
災
害
だ
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

◇

　

さ
て
、広
報
紙
を
と
お
し
て
平
成
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、こ
の
31
年
は
、

ま
さ
に
波
乱
万
丈
の
時
代
と
い
え
ま
す
。

　

次
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、平
成
へ
の
思

い
と
令
和
時
代
へ
の
期
待
を
、市
民
の

皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
の
平
成
、新
時
代
へ
の
期
待

「
令
和
」時
代
に
向
け
た
夢

ま
ち
お
こ
し
に
全
力
で
奔
走

佐藤　篤史さん

佐藤　大通さん
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平
成
元
年
は
、ち
ょ
う
ど
高
校
入
学

の
時
で
す
。バ
ブ
ル
期
の
真
っ
最
中
で
、

華
や
か
な
都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
も
あ
り
、

首
都
圏
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。で

も
、と
た
ん
に
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、就
職

難
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
学
生
時
代
を
過

勉
強
に
も
な
り
、幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

地
域
の
人
々
の
善
意
や
優
し
さ
を
実
感

し
、絆き

ず
なを
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
は
、民
生
委
員
の
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。
全
く
経
験
が
な
く
、介
護
し

な
が
ら
の
忙
し
い
日
々
で
す
が
、地
域

へ
の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
て
、大
変

　

今
年
は
、何
事
も「
平
成
最
後
の
」と

言
い
ま
す
が
、平
成
最
後
の
成
人
式
を

実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
企
画
・
運

営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。懐
か
し
い
旧

友
と
の
活
動
は
、楽
し
い
経
験
で
し
た
。

　

今
は
、看
護
師
を
目
指
し
て
大
学
で

勉
強
中
で
す
。進
路
を
決
め
た
き
っ
か

け
は
、自
宅
で
療
養
し
て
い
た
今
は
亡

き
祖
父
が
利
用
し
て
い
た
訪
問
看
護
で

し
た
。
祖
父
は
も
ち
ろ
ん
、家
族
に
寄

り
添
い
、親
身
に
な
っ
て
様
々
な
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
た
姿
に
感
激
し
た
か
ら

で
す
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、「
家
で

過
ご
し
た
い
」と
い
う
祖
父
の
希
望
も

「
自
宅
で
看
取
り
た
い
」と
い
う
家
族
の

願
い
も
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
の
人
生

は
す
べ
て
平
成
時
代
で
す
か
ら
、改
元

と
い
っ
て
も
特
に
感
慨
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
世
の
中
が
平

和
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
、あ
の「
看
護
の
姿
」が
未
来
の
自

分
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、看
護

師
と
し
て
の
基
礎
を
学
び
、現
場
で
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

今
、問
い
か
け
ら
れ
れ
ば
、私
に
と
っ

て「
波
乱
の
平
成
」で
す
が
、い
い
時
を

過
ご
せ
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
は
、一

日
一
日
を
も
う
け
も
の
と
思
っ
て
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

地
域
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
…
。

　

30
年
ほ
ど
前
、転
勤
を
き
っ
か
け
に

首
都
圏
か
ら
市
内
に
移
り
住
ん
だ
の
で
、

平
成
は
こ
こ
で
の
生
活
に
重
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
選
ん
だ
の
は
、近
く
に

温
泉
が
あ
っ
て
通
勤
で
き
た
か
ら
で
す
が
、

バ
リ
バ
リ
の
仕
事
人
生
を
見
つ
め
直
し
、

第
2
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
も
心
の
片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
が
一
転
し
た
の
は
、東

日
本
大
震
災
で
す
。自
宅
は
全
壊
し
て

再
建
不
能
。県
内
唯
一
の
仮
設
住
宅
の

代
表
は
、こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た

人
生
で
し
た
。苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ご
し
ま
し
た
。お
か
げ
で
、故
郷
に
戻
り
、

今
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、管
理
栄
養
士
と
し
て
病

院
勤
務
を
経
て
、平
成
12
年
に
Ｊ
Ａ
に

就
職
し
ま
し
た
。介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
年
で
す
。以
来
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
の

で
、私
の
平
成
は
、い
わ
ば
介
護
保
険
と

共
に
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

中
で
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、や
は

り
東
日
本
大
震
災
で
す
。出
張
の
途
中
、

ト
ン
ネ
ル
内
で
遭
遇
し
た
時
の
こ
と
は
、

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。こ
れ

を
契
機
に
、症
状
が
悪
化
し
た
介
護
利

用
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
時
代
を
迎
え
て
、災
害
や
少

子
高
齢
化
、人
口
減
少
な
ど
心
配
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
と
な
る
こ
と
を
信
じ
た
い
で
す
。

寄
付
集
め
と
並
行
し
て
、何
度
も
川
下

り
を
試
し
、苦
労
の
か
い
あ
っ
て
成
功

し
た
と
き
の
感
慨
は
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

以
来
、仲
間
と
共
に
地
域
活
性
化
事

業
に
関
わ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。私
自

身
、30
歳
代
で
人
生
で
も
充
実
し
た
時

期
で
し
た
か
ら
、可
能
性
を
信
じ
て
挑

戦
を
続
け
る
日
々
で
し
た
。

　

今
は
、以
前
ほ
ど
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、地
域
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
思
い
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
令
和
」時
代
に
な
っ
て
も
、若

い
人
が
夢
を
持
て
る
ま
ち
に
、み
ん
な

で
協
力
す
れ
ば
何
と
か
な
る
と
い
う
仕

掛
け
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

介
護
保
険
と
共
に
歩
ん
だ
平
成

人
生
を
変
え
た
波
乱
の
平
成
時
代

黒尾　由実さん

曾根原　勉さん

内藤　愛子さん

心に残った看護の姿を未来に
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本
物
の
出
会
い
栃
木

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
ス
タ
ー
ト

﹁
リ
ゾ
ー
ト
ぶ
な
か
ら
す
や
ま
﹂
が

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
に
や
っ
て
き
た

　

「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」
ア
フ

タ
ー
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

列
車
と
し
て
、
４
月
６
日
㈯
、
Ｊ
Ｒ

烏
山
駅
に
「
リ
ゾ
ー
ト
ぶ
な
か
ら
す

や
ま
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
と

地
域
が
共
同
で
取
り
組
む
国
内
最
大

規
模
の
観
光
企
画
で
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
、

本
番
Ｄ
Ｃ
、
そ
し
て
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ

が
３
年
間
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
締
め
く
く
り
と
な
る
ア
フ

タ
ー
Ｄ
Ｃ
の
年
で
、
県
内
各
地
で
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
各
種
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
や
っ
て
き
た
「
リ
ゾ
ー
ト
ぶ

な
か
ら
す
や
ま
」
は
、
青
森
～
秋
田

間
を
運
行
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
リ

ゾ
ー
ト
列
車
で
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か

み
﹃
橅ぶ

な

﹄
編
成
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
列
車
到
着
後
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や

市
民
は
、
豪
華
な
内
装
を
見
た
り
、

座
席
に
座
っ
て
乗
り
心
地
を
確
か
め

た
り
と
、
車
内
を
自
由
に
見
学
し
ま

し
た
。

　

駅
前
で
は
、
運
行
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
５
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
津
軽
三
味
線
の
演
奏
や
烏
山
高

校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
軽
快
な
お

囃は
や
し子
の
演
奏
の
ほ
か
、
「
の
ぶ
お
ば

ん
ど
」
の
中
島
伸
雄
さ
ん
に
よ
る
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
景
品
と
し

た
ク
イ
ズ
大
会
や
車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
駅
長
制
服
体

験
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
展
示
、
駅
前

▲車掌アナウンスコンテスト。

▼烏山駅にやって来た
　リゾートぶなからすやま

右上：烏山線で使われたヘッドマーク
の展示。

左上：好評を博した彼処珈琲。
右下：願いを込めてはりか山に和紙を

張る参加者。
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Ｊ
Ａ
な
す
南

市
内
小
学
校
に
学
習
教
材
を
贈
呈

「
山
あ
げ
そ
ば
」
に
よ
り
、
限
定
30

食
「
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ
う
ど
ん
」
の

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鉄
道
フ
ァ
ン
必
見
の
車

両
保
存
基
地
「
那
珂
川
清
流
鉄
道
保

存
会
」
へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
も
運
行

さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
平
成
28

年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
を
引
退
し
た

キ
ハ
40
形
や
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
な
ど

を
見
学
し
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

内
で
の
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ミ
ニ
新
幹
線
乗
車
や
ト
ロ
ッ

コ
運
転
な
ど
、
ま
た
と
な
い
体
験
を

し
て
い
ま
し
た
。

山
あ
げ
会
館
周
辺
で

Ｐ
Ｏ
Ｐ　

Ｕ
Ｐ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

　

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
応
援
事
業
と
し

て
、
山
あ
げ
会
館
周
辺
で
那
須
烏
山

市
観
光
協
会
（
佐
藤
邦
行
会
長
）

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
（
髙
橋
誠
一
代
表
）
に
よ
り

「
Ｐポ

ッ

プ
Ｏ
Ｐ　

Ｕア
ッ
プＰ　

Ｓス

ト

ア

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」

が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人
あ
ま
り
の

市
民
な
ど
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

山
あ
げ
会
館
で
は
、
烏
山
高
校
茶

華
道
部
の
生
徒
に
よ
る
お
茶
会
を
は

じ
め
、
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
や
か
ぼ

ち
ゃ
ス
ー
プ
を
提
供
す
る
「
ＫかＡ
Ｎん

ＳすＵ
ＫけＥ
カ
フ
ェ
」
、
市
地
域
お
こ

　

Ｊ
Ａ
な
す
南（
荒
井
節
組
合
長
）で
は
、

市
内
５
つ
の
小
学
校
の
新
入
生
、３
年
生
、

５
年
生
に
学
習
教
材
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

平
成
９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
。

今
年
度
は
、
新
入
生
に
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
」、
３
年
生
に
社
会
科
学
習
資
料
「
と

ち
ぎ
の
農
業
」、
５
年
生
に
補
助
教
材
「
農

業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
荒
井
組
合
長
は
、「
教
材
を
使

い
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

し
協
力
隊
に
よ
る
彼あ

そ
こ
の処
珈カ

フ
ェ琲
な
ど
が

オ
ー
プ
ン
し
、
訪
れ
た
人
々
を
も
て

な
し
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
の
体
験

ブ
ー
ス
は
、
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
や

綿
あ
め
づ
く
り
を
楽
し
む
子
ど
も
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

山
あ
げ
烏
章
館
で
は
、
今
年
度
の

当
番
町
「
鍛
冶
町
」
に
よ
り
、
は
り

か
山
の
山
貼
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
和
紙
に
願
い
ご
と
を

書
い
て
は
り
か
山
に
貼
り
付
け
る
と

い
う
特
別
企
画
で
、
50
人
近
く
の
参

加
者
が
思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
、

は
り
か
山
へ
貼
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。

田代教育長に学習教材を贈呈する荒井組合長。

▶
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
。

▲
列
車
の
内
装
を
見
学
や
座
り
心
地
を
体
験
。

第96回

　松倉山観音堂には５体の像があります。室町
時代から江戸時代にかけて制作された貴重なこ
れらの仏像は、すべて観音であったらしく、右
扉の裏面には、聖観音菩薩、十一面観音菩薩、
千手観音菩薩、馬頭観音菩薩と記されており、
聖観音菩薩立像２体、十一面観音菩薩立像２
体、観自在菩薩立像１体が確認されています。
普段は、観音堂の中に納められており、見るこ
とができませんが、像の高さは、102～190㎝あ
り、どっしりとしたと見ごたえのある像です。

県
指
定
有
形
文
化
財（
彫
刻
）

松ま
つ
く
ら
さ
ん
か
ん
の
ん
ど
う

倉
山
観
音
堂
仏ぶ

つ
ぞ
う像（

大
木
須
）
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本
市
の
特
産
物
な
ど
10
品
目
が
、

「
な
す
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
証
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
す
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
と
は
、

市
独
自
の
基
準
に
適
合
す
る
品
質
を
備

え
た
市
の
特
産
物
や
有
能
な
技
術
な
ど

を「
な
す
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
認
証

し
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、流

通
や
販
路
の
拡
大
、関
連
産
業
へ
の
波

及
効
果
、新
た
な
地
域
雇
用
の
促
進
お

よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　

認
証
の
対
象
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ

た
農
林
水
産
物
や
そ
の
農
産
物
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
使
用
し
た
加
工
品
、
工

芸
品
、
工
業
品
、
そ
の
ほ
か
市
長
が
認

め
る
特
産
物
、
技
工
、
技
術
な
ど
で
、

個
人
ま
た
は
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
で

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
３
年
間
で
、
認
証
を
受

け
た
特
産
物
な
ど
は
認
証
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
、
各
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
９
月
以
降
に
申
請
を
受
け

付
け
る
予
定
で
す
。

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
商
工
観
光
課   

☎
０
２
８
７

－

83

－

１
１
１
５

な す か ら ブ ラ ン ド 認 証 制 度

認定された10品目

吉葉果樹園のブルーベリー酢
（吉葉果樹園）

中山かぼちゃ
（ＪＡなす南）

吉葉果樹園のブルーベリージャム
（吉葉果樹園）

ふわどら 
（ひらさわ菓子店）

中山かぼちゃ蒸しようかん
（ひらさわ菓子店）

中山かぼちゃまんじゅう
（えちごや丸山菓子店）

吉葉果樹園のパッションフルーツ
（吉葉果樹園）

中山かぼちゃようかん
（えちごや丸山菓子店）

山あげ牛
（生産者：髙野悦男さん、
取扱者：㈱アド・ワークス）

山あげ米
（生産者：平塚英敎さん、
取扱者：㈱アド・ワークス）

　10
品
目
が
認
証
さ
れ
ま
し
た



　また、このような電
話による特殊詐欺被害
を防止するために、市
消費生活センターでは
「特殊詐欺撃退ステッ
カー」を作成しました。
　このステッカーを電
話機に貼り付けること
により、電話に出る前
に「アポ電かも…」など、
電話に対する警戒心を
持ってもらうことを１
つの目的としています。
　無料で配布していますので、利用を希望する人は市消
費生活センターまでご連絡ください。

シリーズ 在宅医療のあれこれ Ｐａｒｔ１３
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療養型病床
　療養型病床とは、病院の病床は医療法で５つ（一般病床・
療養病床・精神病床・感染症病床・結核病床）に分類されて
います。
　その中で療養病床は、主として長期にわたり療養を必
要とする患者のための病床となっています。また、療養
病床には次の２つがあります。
① 医療療養型病床：慢性期の状態にあって入院医療を必
要とする患者に対するサービスを医療保険で提供する
病床

② 介護療養型病床：要介護認定された患者に対するサー
ビスを介護保険で提供する病床（必要に応じて医療も
受けられます。）
　療養病床に対して、主として急性期の入院治療を必要
とする患者のための病床が「一般病床」です。

◇　　　　　◇　　　　　◇
高野病院院長　髙野和彦氏の談話
　当院の入院病棟は全て療養型病床となっています。
　那須南病院や那須赤十字病院などの一般病院で治療し
た後、意識障害が残っていたり、酸素療法が必要だったり
などで自宅への退院や老人ホームへの入所などが困難な

　実在する機関や企業、家族をかたり、家族構成や資産状
況などを聞き出そうとする「アポ電（アポイントメント電
話）」と思われる電話に関する相談が寄せられています。
本市においても、市職員や放送局職員を名乗り、家族構成
や、どの金融機関に預金があるのか、預金の金額などの個
人情報を聞き出そうとする電話があったとの相談が寄せ
られています。
　高齢女性が自宅に現金があるか尋ねる「アポ電」を受け
た後に殺害された強盗事件が発生するなど、電話で不用
意に個人情報を伝えることは大変危険です。下記のアド
バイスを参考に、不審な電話から発生するトラブルを避
けましょう。

人、また、足腰が弱ってしまい自宅へ帰るまでに長期的な
リハビリテーションが必要な人などを主に受け入れてい
ます。さらに、ガン末期の人などで状態の悪化により自
宅での療養が困難になった人も受け入れていて、長期的
な入院も相談可能です。
　外来では、通常の診察のほか、自宅への往診も相談に応
じています。また、高齢の人に対してケアマネジャーと
連携して介護サービスの提案もしています。さらに、訪
問看護ステーションと連携して在宅看護の支援も行って
います。
　また、リハビリテーションは、当院に入院中の人だけで
なく、外来患者の人に対しても行っています。他の一般
病院で入院中に足腰が弱ってしまった人に対してもリハ
ビリテーションを行っています。
　当院は、開設当初より地元のみなさんに寄り添った医
療を目指してきました。地域密着型の病院として患者の
それぞれの病気だけでな
く、家庭の事情にもでき
るだけ配慮した診療を心
掛けています。

消費者コラム26

【消費者の皆さんへのアドバイス】
①�着信番号通知や留守番電話機能を活用し、誰から
の電話か分かったうえで電話に出る！
②�心当たりのない電話に出ても「○○です」と自分の
名前は名乗らない！個人情報は安易に教えない！
③�不審な電話があったら、すぐに家族や警察、消費生
活センターに相談を！
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今
回
は
、
新
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

料
理
講
座

・
食
事
に
つ
い
て
学
ん

　

で
み
よ
う
…
学
生
時

　

代
を
思
い
出
し
て
み
ん
な
で
料
理
を

　

作
り
食
事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

文
化
・
教
養

・
旅
を
も
っ
と
楽
し

　

む
…
旅
行
を
も
っ

　

と
楽
し
く
す
る
た

　

め
の
講
座
で
す
。

　

旅
行
で
役
立
つ
旅

　

の
楽
し
み
方
を
学
び
ま
す
。

身
体
ケ
ア

・ 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
…
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ

は
「
ゴ
ル
フ
」
で
す
。
初
心
者
で
も

安
心
し
て
参
加
で
き
る
講
座
で
、
体

力
低
下
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

自
分
磨
き

・ 

お
し
ゃ
れ
度
ア
ッ
プ
…
骨
格
診
断
か

ら
自
分
を
知
っ
て
、
オ
シ
ャ
レ
の
悩

み
を
解
消
！
ほ
か
の
自
分
磨
き
講
座

と
併
せ
て
受
講
す
る
と
、
さ
ら
に
効

果
的
で
す
。

地
域
活
動

・ 

農
業
体
験
教
室
…
季
節
に
応
じ
た
野

菜
を
栽
培
・
管
理
し
て
、
収
穫
し
ま

す
。
経
験
豊
富
な
講

師
に
栽
培
の
コ
ツ
を

学
び
ま
す
。

・ 

川
漁
師
入
門
…
仕
掛

け
づ
く
り
か
ら
実
践

ま
で
、
鮎あ
ゆ
・
鰻
う
な
ぎ・
カ

ニ
の
三
種
の
漁
法
を

学
び
ま
す
。

郷
土
理
解

・ 

き
の
こ
鑑
定
会
…
夏
と
秋
の
き
の
こ

の
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

・ 

地
酒
講
座
…
（
株
）
島
崎
酒
造
の
協

力
の
も
と
、
日
本
酒
の
製
造
工
程
、

地
酒
の
歴
史
な
ど
を
学
び
ま
す
。

特
別
講
座

・ 

夏
休
み
や
っ
つ
け
隊
…
夏
休
み
の
作

品
づ
く
り
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。
大

人
は
別
講
座
で
、
珈コ
ー
ヒ
ー琲
と
金
融
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

・ 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

　

り
講
座
…
健
康
福
祉
、

　

防
火
防
災
の
出
前
講

　

座
の
内
容
を
公
民
館
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
多
数
講
座
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
烏
山
公
民
館
（
☎

０
２
８
７

－

８
３

－

１
4
１
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
「
平
成
30
年
度
な
す
か

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
必
ず
健
康
診
断
を

受
け
、
市
が
主
催
す
る
健
康
教
室
な

ど
に
参
加
し
て
、
５
ポ
イ
ン
ト
達
成

で
市
内
指
定
施
設
の
５
０
０
円
分
利

用
券
ま
た
は
抽
選
で
当
た
る
豪
華
景

品
に
応
募
で
き
る
も
の
で
す
。

　

お
楽
し
み
抽
選
は
、川
俣
純
子
市

長
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、多
数
の
応
募

者
の
中
か
ら
、運
動
の
コ
ー
ス
の
景

品「
自
転
車
」に
は
、佐
藤
洋
子
さ
ん

（
野
上
）が
当
選
し
ま
し
た
。

　

19
日
㈫
に
は
、
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
川
俣
市
長
か
ら
自
転
車
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
「
健

康
診
断
は
毎
年
行
っ
て
い
た
が
、
事

業
に
は
初
め
て
参
加
し
た
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し

て
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
仕
方

な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
今

後
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
自

分
だ
け
で
な
く
周
り
に
も
声
を
か

け
、
講
座
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
参
加
者

が
ブ
レ
ン
ダ
ー
や
布
団
乾
燥
機
、
入

浴
剤
セ
ッ
ト
な
ど
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
入
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園

で
、
入
学
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
の
中
学
校
で
は
、
少
し
大
き
く
真
新
し
い
制
服
を
身
に

ま
と
っ
た
２
２
３
人
が
、
５
つ
の
小
学
校
で
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
１
６
８
人
が
入
学
。
希
望
を
胸
に
、

新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
で
も
入
園
式
が
行
わ
れ
、保
護
者
と
手
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
か
わ
い
ら
し
い
入
園
児
た
ち
が
初
登
園
し
ま
し
た
。

な
す
か
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

当
選
者
に
豪
華
景
品
を
贈
呈

川俣市長から
自転車を受け取る
佐藤さん。

入学式
　  入園式



①烏山中学校　②七合小学校　③南那須中学校　
④烏山保育園　⑤ゆうゆうランド那須烏山園
⑥烏山みどり幼稚園　⑦つくし幼稚園　⑧境小学校
⑨みらいのKaze 保育園。（旧にじいろ保育園）
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７
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
に
か
け
て
開

か
れ
る
「
山
あ
げ
祭
」
の
準
備
が
、
今
年

の
当
番
町
「
鍛
冶
町
」の
若
衆
た
ち
に
よ

り
、
山
あ
げ
烏う

章
し
ょ
う

館
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
３
月
か
ら
、
舞
台
背
景
と
な
る
「
は

り
か
山
」
の
制
作
を
始
め
た
同
町
。
４
月

に
入
り
、
平
日
の
夜
間
や
休
日
に
週
２

回
、
若
衆
や
住
民
が
、
竹
で
作
っ
た
網あ

じ
ろ代

と
い
う
骨
組
み
に
、
那
須
烏
山
市
産
の
和

紙
を
貼
り
付
け
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
７
日
㈰
に
は
、
無

事
故
で
け
が
な
く
祭
り
を

終
え
ら
れ
る
よ
う
、
八
雲

神
社
で
「
山
あ
げ
祭
完
遂

祈
願
」（
写
真
上
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
21
日
㈰
か

ら
は
、
昨
年
に
続
い
て
、

「
山
描
き
」
を
担
当
す
る
横
山
亘
さ
ん

（
中
央
３
丁
目
）
が
、
和
紙
を
貼
り
終
え

た
「
は
り
か
山
」
に
山
水
な
ど
の
絵
を
描

き
入
れ
る
作
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

祭
本
番
に
向
け
、
木き

が
し
ら頭
の
三
森
真
悟
さ

ん
は
、「
準
備
は
と
て
も
順
調
。
若
衆
だ

け
で
な
く
鍛
冶
町
全
員
の
一
体
感
に
注
目

し
て
ほ
し
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
筆
頭
世
話
人
の
齊
藤
篤
志
さ

ん
は
、「
自
治
会
や
子
ど
も
た
ち
の
手
伝
い

は
、と
て
も
あ
り
が
た
い
。
今
年
の
鍛
冶
町

は
、伝
統
を
守
り
つ
つ
も
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
る
と
特
に
感
じ
て
い
る
。
小

さ
な
町
内
で
す
が
、
他
の
町
に
な
い
鍛
冶

町
の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
舞
台
装
置
な
ど
の
調
整
や
準

備
を
進
め
、
７
月
初
旬
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

はりか山に和紙を
貼る作業をする
若衆。

①

②

③

④

⑤

⑥⑨

⑧

⑦

本番に向け

山あげ祭
　　準備着々と
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街
に
賑
わ
い
を
興
す
会

着
物
で
街
中
桜
散
策
と
神
社
・
お
寺
の
御
朱
印
巡
り

烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
の
子
ど
も
た
ち
が

浅
草
で
﹁
将
門
﹂
を
披
露

歌
や
舞
踊
の
成
果
を
披
露

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
桜
ま
つ
り

　

４
月
13
日
㈯
、
街
に
賑
わ
い
を
興

す
会
に
よ
り
、
「
着
物
で
街
中
桜
散

策
と
神
社
・
お
寺
の
御
朱
印
巡
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
42
人
が
参

加
し
、
着
物
を
着
て
街
巡
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

烏
山
公
民
館
を
出
発
し
た
一
行

は
、
宮
原
八
幡
宮
を
見
学
し
た
後
、

歴
史
を
学
び
、
午
後
に
は
、
善
念
寺

で
法
話
を
聞
い
た
ほ
か
、
清
水
川
せ

せ
ら
ぎ
公
園
や
山
あ
げ
会
館
、
八
溝

県
民
休
養
公
園
な
ど
市
内
の
桜
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
春
の
那
須
烏
山
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
市
か
ら
参
加
し
た
バ
レ
ン

シ
ア
ノ
・
ダ
イ
ア
ン
さ
ん
は
、
「
以

前
、
秋
に
行
わ
れ
た
街
巡
り
に
は
２

回
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
春

の
街
巡
り
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
来
て
、
普
段

着
物
を
着
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
う
。
ぜ

ひ
、
ま
た
着
物
を
着
て
巡
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
㈯
、
東
京
都
の
浅
草
神

社
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
浅
草
こ

ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
」
に
、
烏
山
山

あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
の
子
ど
も
た

ち
15
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
歌
舞
伎
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
東
京
都
台
東
区
の
「
奥
山
お

ま
い
り
ま
ち
商
店
街
振
興
組
合
」
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
で
９
回
目
の
出
演
と
な
る
烏

山
山
あ
げ
保
存
会
は
、
舞
台
衣
装
を

　

４
月
７
日
㈰
、
大
金
温
泉
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、
那
須
烏
山
市
歌
謡
協
会

（
高
田
悦
男
会
長
）
に
よ
る
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
桜
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
年
に
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
で
27
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
73
組
の
参
加
者
が
歌
や
舞

踊
な
ど
練
習
の
成
果
を
披
露
。
ま
た
、

友
情
出
演
や
ゲ
ス
ト
出
演
な
ど
、
地
域

で
活
躍
す
る
歌
手
も
登
場
し
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

高
田
会
長
は
、
「
イ
ベ
ン
ト
を
と
お

身
に
ま
と
い
、
奥
山
お
ま
い
り
ま
ち

商
店
街
を
練
り
歩
い
て
上
演
告
知
な

ど
を
口
上
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う

中
、
浅
草
神
社
神
楽
殿
を
舞
台
に
２

回
、「
将
門
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
も
っ
と

上
手
く
演
じ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」、「
ぜ
ひ
本
番
の
山
あ
げ
祭
に
も

来
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
、
山
あ

げ
祭
本
番
に
向
け
た
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
原
八
幡
宮
を
散
策
す
る
参
加
者
。

大
勢
の
観
客
を
前
に
堂
々
と
「
将
門
」
を

上
演
す
る
子
ど
も
た
ち
。

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
参
加
者
。
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真
の
平
和
を
願
い

二
地
区
合
同
で
戦
没
者
追
悼
式

那
須
烏
山
報
徳
会
会
長
の
大
金
さ
ん
が

烏
山
報
徳
仕
法
余
話
を
発
刊

第
20
回
梅
ま
つ
り

満
開
の
梅
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

　

日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
ま
で
の
戦
火
で
尊
い
命
を

失
っ
た
戦
没
者
を
追
悼
す
る
「
戦
没

者
追
悼
式
」
が
、
４
月
15
日
㈪
、
南

那
須
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
烏
山
地
区
と
南
那

須
地
区
に
分
か
れ
、
開
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
主
催
が
市
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
初
め
て
合
同
で

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
、
戦
没
者
に
対
し
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
川
俣
純

子
市
長
に
よ
り
「
一
日
も
早
く
こ
の

世
か
ら
争
い
を
無
く
し
、
真
の
平
和

を
求
め
、
努
力
す
る
こ
と
が
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
遺
族
会
会
長
の
小
森

和
昌
会
長
は
、「
日
本
国
民
と
し
て
、

再
び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な

い
決
意
を
固
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
沼
田
邦
彦
市
議
会
議
長

は
、
「
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
未
来
へ

語
り
継
ぎ
、
明
る
く
豊
か
な
那
須
烏

山
市
を
目
指
し
て
一
層
の
努
力
を
重

ね
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
追
悼
の

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
報
徳
会
会
長
の
大
金
正

さ
ん
（
初
音
）が
、「
烏
山
報
徳
仕
法

余
話
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、あ
ま
り
光
が
当
て
ら
れ

て
い
な
い
、二
宮
金
次
郎
が
成
人
し

た
後
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
、同
会
の
会
報「
積
小
為
大
」に

連
載
さ
れ
た「
烏
山
仕
法　

人
と
遺

跡
」や「
現
地
視
察
記
録
」な
ど
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
刊
を
記
念
し
、
４
月
12
日
㈮
、

川
俣
純
子
市
長
を
訪
れ
た
大
金
さ
ん

は
、「
大
人
に
な
っ
た
二
宮
金
次
郎

さ
ん
の
考
え
方
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
日
常
生
活
へ
活
か

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

同
冊
子
は
、
市
内
小
・
中
学
校
お

よ
び
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か
、

今
後
、
山
あ
げ
会
館
で
販
売
が
行
わ

れ
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
、
災
害
義

援
金
へ
と
寄
附
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
市
民
や
遺
族
な
ど
約
１
８

０
人
が
、
５
９
８
柱
の
英
霊
に
平
和

を
願
い
白
菊
を
献
花
し
ま
し
た
。

し
て
、
介
護
な
ど
を
中
心
と
し
た
社
会

福
祉
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と
思

う
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
と
の
絆
を
つ
く

　

３
月
21
日
㈭
、
な
す
南
広
域
農
機

セ
ン
タ
ー
と
中
山
梅
園
で
、
恒
例
の

「
第
20
回
梅
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

約
５
０
０
人
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
産
農
家
や
Ｊ
Ａ
な
す

南
、
市
な
ど
で
組
織
す
る
那
須
烏
山

市
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
笹
沼
英

夫
実
行
委
員
長
）
が
梅
の
生
産
復
興

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

梅
ま
つ
り
会
場
で
は
、
梅
干
し
や
寒

ざ
ら
し
そ
ば
、
つ
き
た
て
餅
、
地
元
農

産
物
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

抽
選
会
や
日
光
さ
る
軍
団
に
よ
る
猿
ま

わ
し
な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
、
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

梅
園
で
は
、
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
斜

面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
梅
が
満
開
を

迎
え
、
梅
の
花
の
甘
い
香
り
と
と
も
に

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

り
、
交
流
す
る
こ
と
で
、
元
気
や
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
嬉

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
を
願
い
白
菊
を
献
花
す
る
参
加
者
。

川
俣
市
長
に
冊
子
を
手
渡
す
大
金
さ
ん
。

好
評
を
博
し
た
猿
ま
わ
し
。

梅
の
花
を
楽
し
む
来
場
者
。
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　荒川南部地域保全会（久郷道泰会長）が、「田んぼまわり
の生きものマップ・とちぎの豊かな農村づくり写真コン
テスト」で優秀賞を受賞しました。
　コンテストは、栃木県農地水多面的機能保全推進協議
会が、豊かな農業・農村の保全の重要性を多くの県民に
知ってもらい、保全活動を促進するために開いているも
のです。
　マップは、生き物調査
の参加者と同会が作成し
たもので、猿久保地域に
生息している生き物が子
どもたちによって生き生
きと描かれているほか、
生きもの調査の様子が写
真で紹介されています。

赤
ち
ゃ
ん
名	

　
（
保　

護　

者
）	

住	

所

髙　

林　

明あ　

廉れ
ん

（
直
樹
・
あ
り
さ
）
大　

里

金　

原　

朝あ
さ　

陽ひ

（　
弘　

・
由
香
理
）
宮　

原

木　

村　

虹に　

心こ

（
弘
幸
・
美
幸
）
大　

桶

●
第
９
回
那
須
烏
山
市
民
交
流
親
善
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（
３
月
17
日
㈰
、烏
山
運
動
公

園
）

［
４
ラ
ウ
ン
ド
男
性
の
部
］▽
優
勝
：
水
井
守

（
野
上
）　

▽
準
優
勝
：
永
山
英
之
助（
大
木
須
）　

▽
第
３
位
：
高
徳
宗
光（
滝
田
本
郷
）　
［
女
性

の
部
］▽
優
勝
：
高
久
サ
ト
子（
滝
田
）　

▽
準

優
勝
：
高
徳
里
子（
蛇
姫
会
）　

▽
第
３
位
：
永

山
由
美
子（
大
木
須
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

星
巧
弥
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

、高
橋
聡
様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
各
１
万
円
、匿
名
希

望
者
様
8
人
か
ら
計
10
万
１
千
円
が
本
市
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

〇
４
月
は
桜
が
咲
く
中
、雪
が

降
り
ま
し
た
！
私
も
写
真
を
撮

り
に
外
に
出
た
の
で
す
が
、寒

く
て
寒
く
て
外
に
長
居
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。も
う
風
の
子

じ
ゃ
な
い
で
す
ね（
笑
）で
も
、後
半
は
ぽ

か
ぽ
か
陽
気
で
過
ご
し
や
す
い
日
が
続
き

ま
し
た
。あ
っ
た
か
い
日
に
は
お
昼
寝
や

散
歩
を
し
て
春
風
に
あ
た
る
の
が
た
ま
ら

な
い
で
す
ね
。空
に
浮
か
ん
だ
雲
を
見
る

の
も
楽
し
い
で
す
。な
ん
と
な
く
、パ
ン

に
見
え
た
り
、わ
た
あ
め
に
見
え
た
り
、あ

る
映
画
の
壁
紙
に
見
え
た
り
…（
で
も
や
っ

ぱ
り
お
い
し
そ
う
。）

〇
先
日
な
ん
と
、「
寝
坊
」し
ま
し
た
。６

時
20
分
に
起
き
る
予
定
が
な
ん
と
起
き
た

ら
６
時
50
分
。原
因
は
目
覚
ま
し
の
か
け

忘
れ
。30
分
の
寝
坊
は
焦
り
ま
し
た
。い

つ
も
の
ろ
の
ろ
準
備
な
の
で
急
げ
ば
遅
刻

は
し
な
い
の
で
よ
か
っ
た
で
す
が
、や
っ

ぱ
り
朝
ご
は
ん
は
諦
め
ら
れ
ま
せ
ん
。朝

食
べ
な
い
と
脳
が
働
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
私
に
祖
母
が
よ
く
言
う
の
が「
よ

く
食
べ
る
ね
。い
い
ね
ぇ
」。そ
う
な
ん
で

す
、ご
は
ん
も
お
菓
子
も
よ
く
食
べ
る
ん

で
す
。気
づ
け
ば
わ
た
し
も
体
重
が
。大

好
き
な
の
で
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

ま
ず
は
お
菓
子
か
ら
減
ら
さ
な
い
と
…
。

※
こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

川
俣
純
子
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

受
賞
を
報
告
す
る
越
雲
会
長
。

市農業委員会が
農業新聞の普及推進で全国第６位

荒川南部地域保全会が
生きものマップで優秀賞を受賞

　市農業委員会（越雲宏会長）が「平成30年普及拡大特別優秀農業
委員会」の「増加部数の部」で第６位を受賞し、４月11日㈭、東京都
で開かれた平成31年度全国情報会議で表彰状が授与されました。
　これは、平成29年度の農業新聞平均部数86.67部が平成30年
度に111.83部となり、25.16部の増加を達成したことが認めら
れたものです。
　市農業委員会では、全国農業新聞の普及月間となる10月～11月
にかけて、「新規購読者確保」など、精力的に推進活動を行いました。
また、平成30年５月の改選後も、新たな購読者確保を積極的に呼び
かけたことが成果へとつながりました。

同会と調査参加者で
作製した生きものマップ。



安心な暮らしをサポート！

15 広報なすからすやま  2019.5　

★一般図書★
『元号と日本人』 宮瀧　交二
『家族終了』 酒井　順子
『ビッグ・クエスチョン』

スティーヴン　ホーキング
『チコちゃんに叱られる』

ＮＨＫ「チコちゃんに叱られる！」
『すごい言い訳！』　 　中川　越
『人生は美しいことだけ憶えていればいい』

　　　　　　　　　　　佐藤　愛子
『マリコを止めるな！』 林　真理子
『とめどなく囁く』 桐野　夏生
『呪護』 今野　敏

★児童図書★
『びっくり！？日本史の大事件』

チーム　ガリレオ
『あたまがよくなる！どうぶつクイズ
１ねんせい』　　 　富田　京一

『３分間ミステリー』　 　黒　史郎
『ぼくらの宝探し』 　　宗田　理
『ちきゅうちゃん。』　 　糸井　重里
『あるくくま』　 　谷川　俊太郎
『あちちあちち』 　おかだ　しんご

★ＣＤ★
『瞬間的シックスセンス』 あいみょん
『ＥＹＥ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＳＴＯＲＭ』

ＯＮＥ　ＯＫ　ＲＯＣＫ
『ＬＩＰ』『ＥＹＥ』

ＳＥＫＡＩ　ＮＯ　ＯＷＡＲＩ
『デュエット大ヒットのすべて』

都　はるみほか
『ＧＲＡＭＭＹ　ノミニーズ２０１９』

ジャネール・モネイほか
『昭和の湘南サウンド』　 　オムニバス
『フェルメール　絵の中の音楽』

Ｖｏｘ　Ｐｏｅｔｉｃａほか

2019.4.1現在
（　）対前月比

人口	25,393（‒120）

世帯数	9,344

男	 12,604
出生		 9
転入		 71

女	 12,789
死亡		 45
転出		 154

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。
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烏山高校ってこんなところ！烏山高校ってこんなところ！烏山高校ってこんなところ！～地域連携活動編⑬～～地域連携活動編⑬～～地域連携活動編⑬～～地域連携活動編⑬～

Ｑ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、以
前
よ
り
地
層
・
化
石
・
石

器
な
ど
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。本

市
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向

け
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
理
由
は
何
で
す
か
？

　

本
市
に
は
、他
の
地
域
に
は
無
い

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
自
然
の
遺
産
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
を
市
民
だ
け
で
な

く
、県
内
外
の
人
々
に
も
広
め
て
行

こ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
本
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
魅

力
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
現
在
に
至

る
長
い
期
間
の
地
層
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
す
。特
に
新
第
三
紀

中
新
世
の
荒
川
層
群（
海
成
層
）は
、

地
質
の
専
門
家
の
間
で
は
大
変
貴
重

な
場
所
で
あ
る
そ
う
で
、学
術
的
に

も
価
値
の
あ
る
場
所
で
す
。

Ｑ
お
気
に
入
り
の
市
内
ジ
オ
サ
イ
ト

と
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

荒
川
流
域
の
各
ジ
オ
サ
イ
ト
で
す
。

小
塙
・
大
里
・
高
瀬
地
区
の
荒
川
流
域

で
見
ら
れ
る
、海
の
時
代
、海
底
に
砂

や
泥
が
シ
マ
状
に
何
層
に
も
堆
積
し

た
状
態
と
、ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
を
彷ほ
う
ふ
つ彿
と
さ
せ
る
崖
の
景
観
が

良
く
、気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、市
内
の
河
原
で
採
れ
た
貴
重
な
化
石
を
数
多
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

て
い
る
化
石
愛
好
家
の
吉
澤
時
明
さ
ん（
鴻
野
山
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

2
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　山あげ会館にて、「立
りゅうれい

礼」というお点
て

前
まえ

を披露しました。お菓子は地元のものを使用し、地元や旅先のお客様が一
服のお茶で疲れを癒やしていただけるように心を込めておもてなしをしました。このように地域の活動に参加し、
まちの活性化に貢献できることはうれしいです。
　この「立礼」というお点前は、椅子とテーブルを使用して行われるので、お茶についてあまり詳しくない人や正座
が苦手な人でも、参加しやすかったのではないかと思います。
　今回、他県からも多くの人が山あげ会館を訪れたので、ユネスコ無形文化遺産である山あげ祭や市について広く
知っていただける良い機会でした。今回の活動をきっかけに、お茶や山あげ祭、そして烏山のことにもっと興味を持っ
てくれたらうれしいと思いました。

３年　磯　亜衣香さん（大田原市）

広報なすからすやま  2019.5 16

～
ジ
オ
ガ
イ
ド
特
集
～ 25

クジラの化石を持つ吉澤さん。

　４月６日㈯、「ＪＲ東日本リゾートぶなからす
やま運行記念イベント」が行われました。ＪＲ烏
山駅周辺で行われた烏山高校郷土芸能部による
お囃子の演奏会や、まちづくり研究会によるこ
ども駅長制服体験などの補助、そして、山あげ会
館内にて行われた茶華道部による記念茶会など、
イベントを盛り上げるため烏山高校生が大活躍
しました。
　当日は、地元の人たちはもちろんのこと、栃木
県内や、特別列車に乗り県外からも多くの人々
が訪れました。このイベントをとおして烏山高
校の活動や、市の魅力を広く伝えることができ
ました。

JR東日本リゾートぶなからすやま運行記念イベント


